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鋭刺激による女子の下腿と腰部の痛覚閥値(圧痛)

の変化lζ関する研究

明治蹴灸大学 ・ 東洋医学教室

尾崎昭仏 出野陽二 佐々木干IWlí

要旨 比干の |、 1腿内側と腰部の筒党問値(圧痛) !L対する誠刺識の彰刊を検汀した

その結果，とく ι月経刷の下腿内側部では腔骨白内側縁や内側の緋腹筋上で苫 I~li'こ前í:1't凶値が低下す

る ζ と ! さらιιの鮪n凶他の低下は 腰部 (腎命}の誠刺激 ICより経時的 lζ上昇する ζ とが明らかjC

なった

ま た，腰部 O~命 l 大腸命〕のr.百党以l促i (圧絹)を指標と した F腿内 11'1 0)三除交白誠刺識では，大腸

命よりも腎命の術"1制仙の)jがより大きく上昇した 足三里と三陰交の比較では ! 三除交鍛刺激群の上

昇率が高 く !足三盟の I:ff.:flは三路交の半分以下である乙とも判明した

ま た 三陰交のirl舗と鉱厄市の比較では f 鋪通電群の方が腰部の桁党|謝値をより太きく上昇した

ζ れらの現象は l 神経体il'i仙の機転を介する脳 I 脊髄の複雑な lmpulse Hwによるものと推定さ

れ!錨刺激がl主府・筋O).f1 占受将器を介する入力機構白どζ か(存削レベル ワ)をより強く干渉した

ために生じたものと占えられた

A Research into the Changes of the Pain Threshold (Tenderness) through 

Acupuncture Stimulation in the Legs and Lumbel' Region of Women 

Akihiro OZAKI , Yoji IDENO and KazUI'o SASAKI 

D叩山 tment 01 01'ien臼 l ll!/edicine. lvleiji Co{.lege 01 Orientα l Medicine 

Summary: The effec¥s 01' acupuncture st.imulaLion on the pain thresholcl (lenderness) in 

the medial part 01' the lcg and the ¥umbar regions in females was investigated 

Results part.icularly indicat.ed a clear decrease in the pain threshold (tenc!erness) 10 the 

tibial medial border and inncr gasLrocnemiu3 muscle 01'出e medl8l leg rcglOn during the 

menstrual phase. F山山町 more ， it was observed that the dec!'case of paln threshold pro~ 

gre田ed with time , apparent. due to acupuncture sLﾌmulation at. Lhe pOlnt Shenshu (B 23). 

AIso. regarding the pain 山reshold Ctenderness) of Shenshu and Tachangshu in the 

lumbar region infJuenced by the aCllpllncture stimulation 01' point shanyinchiao (SP 6) in 

the medial leg. the pain threshoJd in Shenshu was increased higher th8n in Tachangshu 

1t was shown that the acupuncture slimulation at Shanyinchiao r田u lt ed in L¥vice higher 

lncr回目 of the p a i n 山 reshold in comparison with Furthennore. it. was shown that 

electroacupuncLure r'esulted in a higher ﾌncrease of pain threshold in the lumbar region 

than i n~s it u neeclJes a1. Shanyinchiao 

These phenomena are supposed to be due 10 complex interference of irnpulses in thc brain 

8nd spinal cor'd. A s~ l"O ng interfercnce is thought to be caused by an inpuL tlnough the 

nocicepLive rcccptor's in the skin and musJe due to acupuncture stimulation 

The interference rnight be occured in the spinal cord level 

Key words 経穴 l'lIleridian points，錨刺滋 Acupuncture stimu l atlO n ，庄桁 Tenderness. 

痛党関値 Pain threshold. J:J 経異常 Menstrual disorder 
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66 誠刺激による女子の下腿と l陸部の痛覚悶値(圧痛)の変化 IC関する研究

I はじめに

一定の11:1 期をもって卵胞j羽 ， 黄体JUI. 月経期と

反復する女子の性周期は l 内分泌系CfJl床下部，

脳下垂体前議， 卵巣)→T盤内臓(とくに子宮 〉

自律神経系一体性神経系という機能的連系のもと

K営まれる

したがって?乙れらの機能的辿系が正1おに営ま

れないと11!~月経頻発月経，橋発月経，刀経過少，

刀経過多，機能性子宮出血，月経困難liË . 月 経前

期症候群(月経前緊張If[)なとの月経奥'':~'が出現

する ま た l 月経困難使では !と くに月経前には

イライラ，倦怠感.2:1:欝，不快感. fiJí I市 1 乳房の

異干白書を示し。月経中になると下腹痛，腰痛 1 下

腹部重圧感。倦怠感。イ ライラ ， 不快感がとくに

ひどくなり i 月経後には月経中のほとんとの愁訴

が消失または軽減するという特徴的な症状の経過を

メ yセ-:;

呈 l. 性周期と密接IL関係 した痛党関値の変化や

不定愁訴の出現をみる 5.6 ， 7)

また I 銭灸医学容や文献 IC は， 婦女子の腰痛，

下腹痛や各穫の不定愁訴に背腰部のI1干命，牌命。

腎命 p 胃命，大腸命， 命門. 1111部の八穆穴.腹部

の中極 I 出1元気梅山中佐 l 天m: .帯脈下肢の

三陰交，地機 l 足三里，太街。行間. Iln海!除陵

J止などの経穴への鍬灸刺激が月五干異常に効果的で

あると記載されている 1 0. 1 1. 12.17 .1 8 ・ 19'

銭灸刺激が鎮痛切J架を示す ζ とについては古

代からもよく知られると ζ ろであり l 近年の鍬

麻酔の話題以後 1<: も国内外で多数報告されてい
る 2.3.4 .1 3.20.21.22 J

また，録刺激が皮悶 ・筋系にも作用する乙とに

ついては，古来より。 織が皮府 ・筋肉痛，筋疲労

にすぐれた効果を示すことや最近の皮府の 2 点融

Dコ
力メラ

日日 i由来1
ビデオ

車入 I A1J I 電子計算機力装置入力 NOVA-4X 

図 1 下胞内側の圧痛分布の画像処理方法
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合感覚の拡大 l 刺錨による局所鎮痛，筋疲労の回

復ならびに屈曲反射の抑制 iζi期する報告などでも

よくま日られる と ζ ろである 8 . 14 • 15. 1 G 1 

そ乙で 1 今回， 我々 は女子で性周期別の腰部，

下腿の圧痛変化を観察する とともに ζの部の痛覚

関値が逮岡部の経穴の録刺激 11:よってどのように

影響を受けるのかを経時的に観察し，腰部と下肢

の体性一体性連関の特性を検討 した

E 実験方法

女子学生40名 08才-24才〕を対象として月経

歴，月経随伴症状(とく に卵胞期 ! 黄体朋 i 月経

期における下腹部，服部 I 乳房の奥平日!誌ならびに

その発現部位。痛み ! 冷えの状況 ! 暗好，五行の

色体系との関連など〉 について事前調査を行ない

月経前後の各性周期 I [おける愁訴の出現状況やそ

の程度を検討した後， 基礎体温計で毎朝，覚醒時

の離床前の 定時間 11:口腔沼をiJIII定するように指

示した

また .W'部や下肢の圧痛iJIII定には圧痛計を用い

た なお! 下腿内組IJの圧部出現状況 11:ついては，

制定gi)位が測定毎に変化しないように軟性で透明

のjW~、プラスチッ ク板(縦240mm 憤 100 mm) に

20凹|間隔でマス目を描き ! それぞれのマス円の中

心占に圧痛す|の測定棒の先端が充分 11:入るように

穴をあけて下腿内側 11:貼付け ， !主J i~l面と垂直にな

る角度から抑圧して被検者が痛 い と感じた時の

数値を読み と り!己れをデータ 処理システム

8NINTIPAC-2羽011:入力 して適宜 l 画像解析

した(図 1 ) 

鼠は，直径0 ， 197凹の鍛を用 い I ①腰部の腎命

の鍛刺激→下腿内側の痛党問値(圧痛) の経時的

変化のiM定 ②下腿の三陰交，足三里の鍛刺激→

腹部の腎命，大JI易命の痛覚閥値(圧痛) の経時的

変化の品'1定を中心lこ行ない l 二部位の体性一体性

連関の特性について検討 した なお l ①の鋸刺激

条件は 1 左右の腎命のlO mmi1古車 11， 5 分間置錨であ

り ①の織刺激条件は 左右の三陰交または足三

里の lOmm直刺， 10分間置鋸ある い は誠:tili電 (45

ト'Iz ， perception t heshold の電圧)である

皿結 果

J)性周期(卵胞期 ， 黄体期 月経l明)と下腿

内側の圧痛国現状況について

女子の腰{山部の痛みは，自覚的 11:も他党的にも

知覚される乙とが多し、が下腿内側の痛みは l 乙の

部の圧迫などによってはじめて知覚されることが

多い

図 2 は，下腿の長さがほほ同じであった被験者

5 名の庄痛表示値を各性!古|期別に統計的処理し I

データ処理 νステム iζ入力して画像解析 した実験

成績を示してい る 画像の色表示は ! 亦の階調iζ

近づくほどその部の痛覚関値が低下する(より圧

痛過敏の状態になるの芭昧〉ことを示 L ， 肯の階

調 11:近す くほど両党閥値が上昇する(より圧痛鈍

麻の状態Iζなるの意味〕 ζ とを示 している

図 iζ示す如く 1 各性周期忙よって圧縮の程度や

圧痛分布領域が異なるが月経j自は，最も痛覚!均値

カ4丘下 L ，腔骨内側縁下端や|俳腹筋上はとくに街

t~悶値が著BJj Iζ低 F した

2 ) 腎命の織刺激による下腿内側の痛覚関{由

(庄痛)の経時的変化について

下腿内側の圧痛を著明に認めた被検者で腎命の

鋪刺激後の下腿内側の痛1Z関i山を経時的K検討し

た その結果，図 3 の画像解析結果に示す如く i

痛比闇値は鋪刺激後 5 分 .10分と経過するに1れ、

一 ご腿内世IJ全而で次第に上封する傾向を示し 鍛刺

激後 1 5分では下腿内側下端部で著しい痛闘の仁昇

を認めた

3 )下腿の誠通fE刺激 (卵胞l出の三除交，足三

里)による腎命，大ijß命の而党間値 (圧痛) 上昇

群の経時的変化

卵胞期の下腿の三陰交 (皮膚の神経分布は. {人

在神経 L 1 -- L 2 - ， 皮下浅居筋肉は，長E止屈

筋 腔骨折!経支配でL 5-S ，- )または足三里

(皮府の神経分布は，外側 !俳腹皮神経一L ，-

8 3-，の皮下浅層筋肉は ! 前1/主骨筋 深肺円相1'

経支配で L ， -S ， - )に 10mm 直車りし た鎚とその

近傍 2 cmlL:置いた耳、段]屯極(皿屯極 ) 聞に45Hz ，

per田ption th田hold の電圧で餓通電刺激を行

ない I 腰gi)の腎命と大腸命における痛覚閥値の経
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図 2 月経周期(月経期!卵胞期 ， 黄体期) からみた女子の下腿内側白圧痛分布
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図 3

「腎命」 の織刺激による

下腿内冊1)の庄痛分布の変

化 (痛覚闇値の変化 )
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図 4 鏡通電刺激 (卵胞期由三陰交，"，-三里) による腎命 i

大腸命の痛ぽ闇値(圧痛) 上昇群の経時的変化

U;if的変化について検討した

その結果，鍛jffi電終了直後か ら 1ìïí覚閥値が著明

1 1: 仁昇す る type ， 不変 type ， 低下する type の

3 者が観察され， と く に三陰交刺激では上昇する

type が多かっ た

① 腎命，大腸命の痛覚悶値上昇群について

図 411:示す如く ? 三陰交の鍛通電刺激終了直後

から腎命の痛覚闇値が平均値で最大22 ~石上昇し !

大腸命は平均値で最大145百上昇 した 乙れに対し

足三里の鍛通電車IJi放による痛覚l羽値の上昇は三陰

交刺激よりも小さく 7 腎命の平均値で最大11%上

昇 ! 大腸命で平均値最大 7%上昇であった
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A . 三陰交の鏡通電刺激
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仁コ大腸命

20 30 分

図 5 錨通電刺激(卵胞期の三陰交 足三塁)によ る腎命 ，

大腸命の痛覚闇値(庄痛)低下群の経時的変化

② 腎命，大ij~~命の痛覚閥値低下群ICついて

関 5 IC示す如く ， 三陰交の鍛i白~刺激終了11 '1後

から野命の荊j党関 fi立が平均値でI比大 ] 29百低 F し

大脇命は平均値で技大 6%低 F した。己れに対し

足三里の鍛通電刺激では，刺激終 f直後 IC数%上

昇し I その後 IC低下するという傾向が認められ，

腎命，大防命ともに平均値最大で14%低下した

4)卵胞期の三|注交の錨通屯と置舗による腎命

の焔'1'J:附値上川 il干の比較

卵胞JijJの三除交に錨通 '~Gま たは也鍬を í i ない

n命の痛'R:上汗を示した 11名について比蚊検討し

た結集。肉 61ζ示す如く，経時的に変化昔る刺激

となる鍛通fE昨の平均値上界唱が箇鎖砕を上向っ

た また SD も鉱通電群の }Jが小さく I 各被検者

r:日のばらつきも少ないことが観察された
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図日 二種類の誠刺激方法(卵胞期の鑓通電と置鍍)による

痛覚悶値 {腎命の圧痛)上昇群の経時的変化とその程

度目比較

W 考 察

子宮および付凶器と脊髄分間j との限hililc ついて

は。 提唱者 ICよって若干:Nなるが治原91 らによる

と子宮体部は1' 1 0 - 1... 2 ，子宮到部は 5 ， -8 ，.卵

巣はT 1 0 - 卵管はT 11-T 1 2 としている

また ， Bonica, J. J II らは白子宮および付属

器の痛みは • '1' 5- 5 ，の谷悩分節と\îi接な |鋼連を

有するとしており 1 チ古体日;1\の玉12:滑筋の収縮刺激

の場合は ， 終而1伝述終断として子宮体部→骨盤神

経叢，大動脈利!続設・ L 2 -L :.の ILh さで交感神経

幹→T\ O """' 'I' 12の荷さで脊髄i!.t似→iJ!床→大脳皮

質を考えている

また!子宮頚部の主nnと辿fリJは円盤神経叢

仙骨神経叢→ 1111 部副交感神経5，-ぶという伝

達経路を考えている

他面 I 古来より月経n'，吊陀よく活用される経穴

には，その部の皮!荷 iζ買\ 1 011向!神経後枝が分布する

背部の r ll干命J .第JlI刷神経後伎が分布する背部の

「牌命 J .第 1211印神経後枝が分布する背部の「胃

命」。第 1 腰神経後伎が分布する腰部の 「腎命 j

「命門J . 第 3腰神経後伎が分布する 「大腸命」。

中野皮神経 (5 ， -S 3 ) が分布する イ1I1 部の「八

穆穴J .第 8 胸判l経の前肢 (肋|自1神経)の前皮枝

が分布する上版部のわい脱J .第!o胸神経の前枝

(出J間有 11経)の~íiJ.土岐が分布する桝部の「天枢 J . 

第11胸神経fÎ~校 CJ]JJfm判1*干〕の jÌÎJI.土枝が分布する

下腹部の「気if~J .茸，} 1 2胸，' 1'経前枝(肋I泊神経)

の前皮枝が分布する下腹部の「日正i元J .第 12胸神

経前技(肋間神経〕の外ß!11i土伎が分布する側腹部

の 「帯!派 J 腸 'ïJ 下1111神経('I'，， -L ，)が分布
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する下腹部の 「中極」 大腿神経前皮校 (L ，

L ，)が分布する大腿前蘭内側で膝蓋宵 の内上縁

の「血海J ，伏在神経 (L ， - L，)が分布する

下腿内側線の 「陰陵泉J ， I地機J . I三陰交J ，外

側勝腹皮判l経 ( L ， -S3) が分布する下腿前面

外側の「足三里J ，総緋骨神経の分枝である深緋

骨神経 (L ，-S3) が分布する足背の「行1百1 J . 

f太衝」なとがあり，乙れらの経穴の皮肉は，

T 1 0 - T 12 , Lt-L s, S I -8 3 のど ζ かとい

ずれも号官接に連絡を もっている

したがって，今回我々が誠刺激や圧桁測定で検

討した部位は脊髄分節の視点より I 子宮!卵巣と

も関連深い部位であり 視末下部脳下垂体I拘禁

卵巣子宮 自律神経系体性神経系という性周

期の機能調節系にも影糾を与えやすい部{立であ っ

たと思われる

ゆえ11:一見 f 関連がなさそう κ思われる下腿内

側の三陰交や地機の後方の出~II!UíJí上 IC性周期 lζ

致した圧痛が著明 iζ出現したのも前述の機能的調

節系 IC も とずくものと EI!解される

また，遠隔部の鋸通屯刺激Kより?痛:Q:[，刻怖が

上昇または低下した ζ とについては，求心性入力

によるニューロン閉またはニューロン群|剖の相互

干渉機I出の作動が考えられ 脊髄レベル陀おける

複雑な im pules の修飾淵!健機序が推測される

なお 乙の機構の作動lζは l 鍛刺激後 一定の時

聞を経過してから痛党閥伯 IC変化をみている ζ と

などから111なる脊髄レベルのみの修飾調格機序で

はなく v 脊髄よりも上位の[þjßが関与した神経体

液性の機転が推測される

三陰交の置織と鍛通~t:i:刺激 ICより腎命の術党閥

値の上昇率 IC売を生じた，l，I5， !L ついては i 乙の部

の皮h守ならびに深部知党が三陰交の刺激強JJl' IC応

じた入力と密接に関iiliするととを示し，終11'!WJIC

変化する三陰交の入力が版部の腎命の1ffi1't凶 11!lを

より大きく上昇させる乙とを示唆したものと考え

る したがって，織通fEは，置鍛よりも安定した

鎮痛切j梨を生じ，この函ではより効果的な鋪刺激

方法のひとつであると思われた

また I 三|往交と足三里の鋪通電lζより門市T と大

腸命の痛覚闘値の上昇率が英なった点については 7

三除交よりの入力が腎命からの皮膚 ・ 深部知覚

(圧縮)の入力系のと ζか(脊髄レベル ヲ)

をより強く抑制 したものと考えられ，痛党関値上

昇 IC関与する三陰交 野命の体性辿闘が三陰交

大脇命のf*l生 体性述凶よりも強力である乙とを

示したものと思われた なお a 痛覚附値の低下群

では 1 前述のような三陰交ー腎命の体性連関の有

意性が成立せず ? 三段交よ りむしろ足三里の方が

腎命，大腸命の痛覚凶他をよ り低下させる傾向K

あった乙とは刺激部位特異性を示すー現象と考え

られる

ζれらの現象ICついては，今日十分 IC理解でき

ない点も多いが織灸臨床上は。被験者の個体差等々

により解昔IJ学的にほほ同一又は近隣の部&刺激で

あっても興奮効果となったり抑制効果となったり

する乙とがあ り ，刺激条件とも密僚に関係するこ

とから中枢レベノレ ICおける復雑な impulse 干渉

が惟測される

V 結 語

女子の下腿内側および腰部の皮fi'1 . 深部知覚

(圧縮〉の痛覚閥i直を指標として各性周 JUJ別の圧

師i山現状況や鍛刺激による溺党関値の変化につい

て検討した

その結果 各性周期別の特徴的な圧痛の出現状

況がl明らかとなり，下腿内側と腰部の特定部位は

相互に述関し合い，一方を鋪刺激すると他方の痛

覚以l倒が変化するという関係にあることが判明 し

た

また i 誠刺激による痛覚関値の変化は，織刺激

部位，録車IJ激震とも関係が深く?入力部位依存性，

刺激昂依存性という性質も有していることも明ら

かとなった

女子の下腿内側または 11'要部の織による桁党問値

の上昇については I 現時点で不明な占も多いが銭

麻酔以後，脊髄レベルの impulse 干渉と脊髄よ

りも上位の中枢が関与した 111 1経体液型| の機構によ

る脊髄に対する下行性仰制機序などが与えられて
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いる ζ とから本実験で今回明らかとなった引項の

多くも多分，誠刺激後の乙のような機序により，

圧痛という入力 im pulse が F渉を受け ， 府闘上

昇をみたものと推定される

なお。本研究内容の一部は i 第34回全 FI *ilÄ灸

学会で発表したものであり 1 以下の方々の研究協

力をf持た
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